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新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、皆さま方は非常に窮屈で不安な日々を過ごしておられる
事と思います。当団体も、益城町での高齢者おでかけ支援活動を２月中旬から見合わせるなど、活動
に様々な影響が出ています。
「『外出・交流』が人々・地域を元気にし、そのことが地域の活性化につながる」という信念のもと、

地域における移動・交通の課題に取り組んでいる当団体にとって、「『外出・交流』が出来ない暮ら
し・社会」が、（たとえ一時期的なことであろうとも）、目の前に立ちふさがるとは、私自身思って
もみませんでした。
幸い今日の情報社会にあって、テレワーク、遠隔での医療や行政手続きなど、これまで進まなかっ

た「移動せずにも済む暮らし・社会」が、今回の感染症対策をきっかけとして大きく進展することは、
それはそれで、とても良いことだと感じています。
いっぽうで、外出自粛の日々を通じて「実際に人とリアルに会うこと、交流することの価値・重要

性」についても、私のみならず、皆さま方も痛切に感じておられるのではないでしょうか。

 「コロナ後」の地域・社会を見据えて。

令和２年４月
ＮＰＯ法人イーモビネット

代表理事 鶴岡 良一

益城町津森地区にて「住民主体の移動・外出の仕組み
づくりのモデル事業」として進めている「おでかけ支援
サービス」に、新たに地元益城町から２名の元気なシニ
アの方に「ドライブサポータ」として参加いただけるこ
ととなりました。お２人とも地域で様々なボランティア
活動をされている、優しくて頼もしい方です。
福元さん、森田さん、よろしくお願いします！

3月14日（土）
送迎支援訓練の様子
（右手前）福元さん
（左奥）森田さん

（益城町四賢婦人記
念館の駐車場にて）

私たちも、「コロナ後」の地域・社会を見据え、このような危機的状
況がまたいつ襲ってくるかわからないという前提条件も考慮しつつ、
「高齢者や子供たちなどが安心・安全に外出・交流が出来る地域づくり、
仕組みづくり」を、自治体の皆さま、地域の事業者の皆さま、そして先
進的なモビリティや地域交通に知見を有する専門家の先生方や企業の皆
さま方と一緒になって考え、そしてそのような社会を実現できるよう行
動していくことについて、改めて意を強くしている次第です。
どうか皆さま方も、まずは自分や大切なご家族、周りの人たちを守る

ために、安全第一にお過ごしいただければと思います。
「元気な地域・明るい未来は必ずやってきます」
ともにこの危機を乗り越えていきましょう。

新しい「シニア・ドライブサポータ」さんが仲間入りしました！
（益城町高齢者おでかけ支援サービス「どこいこカーましき」）
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「人吉市社会福祉のつどい」で基調講演を行いました02
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去る2月13日（木）、熊本県人吉市で開催された「高齢社会における外出支援（移動手段）の在り
方を考える講演会」にて、当団体代表の鶴岡が講演いたしました。
この催しは、人吉市社会福祉協議会が主催して毎年開催されているもので、基調講演では、人吉警

察署の今村交通課⾧より、高齢ドライバーと免許返納を巡る動向について、県内や人吉市などの高齢
者事故のデータなどを用いて説明がなされたあと、代表の鶴岡より、「高齢者の安全・安心な移動・
外出を地域全体で支える仕組みづくり」の重要性と、ボランティアなどによる送迎サービスを実施す
る際のポイントや課題などについて、全国各地や益城町での事例などを交えながら紹介しました。

「令和元年度 人吉市社会福祉のつどい」
～高齢社会における外出支援（移動手段）のあり方を考える～

令和2年 2月13日（木）13時30分～16時00分

会場：人吉市カルチャーパレス 小ホール（人吉市下城本町1578ʷ1）

主催：人吉市社会福祉協議会・人吉市共同募金委員会

共催：人吉市民生委員児童委員協議会、人吉市校区社協連絡協議会、
人吉市くらし見守り相談員連絡協議会

後援：人吉市

当日は平日にも関わらず、300名を超える市民や福祉関係者など
の参加がありました。同協議会で生活支援コーディネーターの久本
氏によると、人吉市も公共交通の衰退などにより高齢者が移動に不
自由する地域も増えているとのことで、いくつかの地区では、住民
主体での取り組みの機運も高まっているとのことです。
当団体としても、今後連携・支援を深めていければと思います。

基調講演を行う鶴岡代表

講演風景

スタッフ・ボランティアへの送迎支援
講習会を行いました

水俣港シェアリングカーモニター事業
（うみラクプロジェクト）

0403
イーモビネットは、トヨタ・モビリティ基金

の支援をうけ、天草市の離島・御所浦にて海上
タクシーを活用したモデル事業（うみラクプロ
ジェクト）を進めています。
その一環として御所浦の対岸港の一つである

水俣港（熊本県水俣市）に、気軽に借りれる
シェアリングカー（電気自動車）を配置した、
モニター事業を２～３月に実施しました。
コロナの影響で利用を促

進する活動は見送ったため
利用者は限られましたが、
評判はまずまずでした。
運営の課題も確認でき、

2020年度の本格実施に目途
をつける事が出来ました。

1月25・26日住民説明会
（天草市役所御所浦支所にて）

３月26日（木）、新しく参加したボランティア
さんとの顔合わせを兼ねて、送迎支援の研修・訓
練を行いました。（「３密」には十分配慮しまし
た） 講師としてお招きした、ふくし生協の小出
専務理事からは、送迎支援の心構えや利用者目線
で考えることの重要性など、貴重な講和もいただ
きました。一日も早くコロナが収束し、利用者の
皆さまと元気に「おでかけ」活動が出来る日を、
スタッフ一同心待ちにしています。

3月26日送迎支援講習会
（益城町津森仮設団地みんなの家にて）

会場の人吉カルチャーセンター


